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作曲  山岡  周子 
編曲  丹代   徹 

「明るく希望にもえ躍動する姿」をイメージし、全国都道府県中体連

と９つのブロック中体連を表し、Nippon Junior High School Physical 
Culture Association の頭文字を中心に図案化した。  
中心の円の赤は、情熱・希望を表し、円を縁どる九輪を青（コバルトブ

ルー）とし、未来への限りなき躍進、Ｎの文字には白色を配し、若人の

もつ純真さを表した。 

 公益財団法人日本中学校体育連盟は、連帯と協調の固い結束により、法人として国の内外における 
責任と義務を遂行し、国民の信託に応えるべく、ここに会員の総意を結集して、この憲章を定める。 
１．体育・スポーツ活動を通して、人間尊重の精神にみち、心豊かな人間の育成に努める。 
１．体育・スポーツ文化の継承とその進展に寄与し、生涯スポーツ活動の推進に努める。  
１．体育・スポーツの国際交流を通して、中学生の国際理解の推進と国際スポーツの振興に努める。  
 
公益財団法人日本中学校体育連盟指導者綱領    
１．中学校における体育・スポーツ活動を通して、人間性豊かな中学生を育てる。  
１．中学校における体育・スポーツ活動を通して、強健な心身をもつ中学生を育てる。  
１．中学校における体育・スポーツ活動を通して、将来にわたって自己実現できる中学生を育てる。 
１．体育・スポーツの国際交流を通して、国際理解と協調の精神に富む中学生を育てる。  
 
公益財団法人日本中学校体育連盟生徒綱領  
１．わたしたちは、体育・スポーツを行い、社会に尽くすよう努めます。  
１．わたしたちは、体育・スポーツを行い、強い体と心を養います。  
１．わたしたちは、体育・スポーツを行い、生涯にわたってスポーツを愛好します。 
１．わたしたちは、体育・スポーツを行い、世界の友との友情を深め平和を目指します。 

1 赤い太陽しゃく熱の 
勝利の勲夢に見て 
体を鍛え技を錬る 
輝く汗を流すかな  

 われら日本中体連
にっぽんちゅうたいれん

  

2 白い景
けい

雲
うん

大空の 
郷土の誇担いつつ 
若き心を培いて 
力と意気を示すかな 
われら日本中体連 

3 青い地球ひとびとの  
平和の願胸に秘め  
世界の友と手をとりて  
スポーツ文化を築くかな 
われら日本中体連   

われら日本中体連
にっぽんちゅうたいれん

 

公益財団法人 日本中学校体育連盟歌 

公益財団法人 日本中学校体育連盟憲章 

公益財団法人日本中体連シンボルマーク 



第５５回 全国中学校バドミントン大会を終えて 

 

大分県実行委員会 

                          会 長 板井靖之 

 

「咲き誇れ！君の夢は九州（ここ）にある！」のスローガンのもと、令和７年

度全国中学校体育大会  第５５回全国中学校バドミントン大会が 8月 21日から

24 日の 4 日間にわたり、大分県大分市クラサス武道スポーツセンターにおいて

開催され、皆様のご支援とご協力のおかげをもちまして、無事、成功裡に終了い

たしました。大会実行委員会会長として、心より御礼申し上げます。 

全国各地から集結した選手たちは、この夏、日々の厳しい練習で培ってきた技

術と精神力をコート上で惜しみなく発揮しました。一瞬一瞬に魂を込めてシャ

トルを追い、時には苦しみながらも、最後の一本まで決して諦めない、ひたむき

な姿は、観る者すべての心に深く刻まれました。勝利の喜びを爆発させる選手、

そして惜敗に涙する選手。そのすべての感情が、この大会の熱量と感動の大きさ

を物語っていたように思います。 

本大会の成功は、何よりも選手たちの卓越したプレーと、それを支え、導いて

くださった監督・コーチ、保護者の皆様の熱意の賜物です。また、大会運営を多

方面からご支援いただきました関係者の皆様に、深く感謝申し上げます。 

特に、（公財）日本中学校体育連盟、（公財）日本バドミントン協会をはじめ、

主管として大会を力強く牽引してくださった大分県バドミントン協会の皆様、 

そして開催地の行政として多大なご尽力を賜りました大分県教育委員会、大分

市教育委員会の皆様には、この場をお借りして改めて厚く御礼申し上げます。 

また、円滑な運営に献身的にご協力いただきました競技役員、審判員、補助員

の皆様の尽力にも、心からの敬意を表します。 

この全国大会が、選手たちにとって、競技力の向上だけでなく、新たな友情を

育み、かけがえのない経験を胸に刻む場となったことを願ってやみません。この

経験を胸に、彼らがそれぞれの舞台で、これからも輝き続けることを信じており

ます。 

結びに、本大会にご尽力賜りましたすべての皆様に、重ねて感謝申し上げお礼

のご挨拶といたします。 
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「スイッチオン」 
 

ふたば未来学園中学校 小川真輝 

 

今年の夏のふたば未来のスローガンは「スイッチオン」でした。 

去年の福井での全国大会は会場への入場制限があったこともあり、今年のメンバーで先

輩たちの優勝する姿を見たのは 3 人だけでした。そんなこともあったためか、全国大会の

本番がどういうものなのかいまいちピンときていない状態でシーズンが始まりました。 

男子チームは勝つには勝つものの自ら行動することができておらず、まだ誰も自分のスイ

ッチを押せていませんでした。全国大会の直前にインターハイを終えた高校生たちが練習

に駆けつけてくれ、インターハイで勝つことの厳しさや本番への準備の大切さも伝えてく

れました。その練習からチーム全員のスイッチが入っていき優勝に繋がったと思います。 

いよいよ迎えた本番では準決勝で CBBC 白糠と対戦し、第一ダブルスを取られてしまった

もののシングルスと第二ダブルスをとって決勝戦への切符を手にしました。決勝戦では予

想していた通り埼玉栄と対戦しました。三コート一斉に試合が始まりました。自分はキャプ

テンとしてただ勝つだけでなく自分たちから攻めて流れを掴みチームに勢いを与えるよう

なプレーをしていけました。第一ダブルスがまず一勝を掴み取り、シングルスではニゲーム

目20ー13であと一点とったら優勝だったのですが20－20まで追いつかれてしまいました。

そこで応援もより一層盛り上げてくれたおかげで勝利し「男子団体優勝」という目標を達成

するーことができました。ここで優勝できたのはもちろん選手たちの頑張りもありました

が、保護者のサポートや福島から大分まで来てくれた後輩たちの大きな応援の力などの後

押しがあったからこそと思います。男子チームとして四連覇し後輩に繋げることができて

とても嬉しかったです。 
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チャレンジャーで挑んだ全中 
 

        ＹＡＮＡＩ 沖本 愛音 

 

 今年は、柳井商工高校の先輩方が目標に向かって真剣に取り組み、山口インターハイで

団体・個人すべて優勝し、三冠を達成する姿を一番近くで見てきました。その姿に刺激を

受け、私たちも「全中で三冠を達成し、高校生と合わせて六冠すること」を目標に練習に

励んできました。 

トレーニングがきつい時も、声を掛け合い、励まし合って乗り越えました。全中前の一

週間には、インターハイを終えた高校生が時間を作って相手をしてくださったり、課題練

習に付き合ったりしてくれました。練習にかかわってくれた人たちのためにも絶対に優勝

しようとチームの団結力が高まり、自信をもってコートに立つことができました。 

私たちのチーム YANAI は、これまで優勝経験がなかったため、「チャレンジャーの気

持ち」を大切に戦いました。試合では緊張から思うようにプレーできない場面もありまし

たが、これまで積み上げてきた努力や練習を信じ、選手も、サポートしてくれたメンバー

も「絶対に優勝する」という強い思いを胸に挑みました。その結果が今回の優勝につなが

ったのだと思います。 

どの試合も最後まで強気で、粘り強く、全力を出し切れたことで、大きな成長と自信を

得ることができた大会でした。また、この全中は中学三年の私たちにとって最後の舞台で

もあり、楽しみながら戦えたことが本当に良い思い出になりました。 

最後に、全中団体初優勝をつかむことができたのは、一緒に練習してくれた仲間や先輩

方、そして支えてくださったコーチや保護者の方々のおかげです。その感謝を胸に、これ

からも、今度は世界大会やオリンピックでメダルを獲得することを目的に、さらなる挑戦

を続けていきたいです。 
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（公財）日本中学校体育連盟設立７０周年記念 

令和７年度 全国中学校体育大会 

第５５回 全国中学校バドミントン大会要項 

 
１ 目  的   この大会は、中学校教育の一環として中学校生徒に広くバドミントン競技実践の機会を

与え、技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な中学校生徒
を育成するとともに、中学校生徒の相互の親睦をはかるものである。 

 
２ 主  催  公益財団法人日本中学校体育連盟   公益財団法人日本バドミントン協会 

大分県教育委員会   大分市教育委員会 
 
３ 主  管  九州中学校体育連盟   大分県中学校体育連盟   大分市中学校体育連盟 

大分県バドミントン協会   大分市バドミントン協会 
 
４ 後  援  スポーツ庁   全日本中学校長会   全国都道府県教育長協議会 

  全国市町村教育委員会連合会   （公社）日本ＰＴＡ全国協議会 
        日本私立中学高等学校連合会   ＮＨＫ   全国新聞社事業協議会 
        大分県   大分市   大分県中学校長会  大分市中学校長会 

（公財）大分県スポーツ協会 大分市スポーツ協会 大分合同新聞社 ＯＢＳ大分放送 
ＴＯＳテレビ大分 ＯＡＢ大分朝日放送 

 
５ 特別協賛  大塚製薬株式会社  菅公学生服株式会社   明治安田生命保険相互会社 
    
６ 会  期  令和７年８月２１日（木）～２４日（日） 

２１日（木） 開会式 ９：００～  
２１日（木） 競 技 １０：４０～ 団体戦１回戦、２回戦 
２２日（金）   ９：５０～ 団体戦決勝まで、個人戦１回戦 
２３日（土）   ９：２０～ 個人戦準々決勝まで 
２４日（日）   ９：３０～ 個人戦準決勝、決勝 
２４日（日） 閉会式 １１：１０～ 競技終了後 

 
７ 会  場   クラサス武道スポーツセンター 
         〒870-0126  大分県大分市横尾1351  Tel 097-520-0800 
 
８ 種  目  （１）学校（チーム）対抗 男・女各団体戦 
        （２）個人対抗 男・女各個人戦（シングルス・ダブルス） 
 
９ 参加資格  
（１）参加者は、都道府県中学校体育連盟加盟の中学校に在籍する生徒で、校長（代表者）及び都道府県 
中学校体育連盟会長が参加を認めた者とする。 

 （２）年齢は、平成２２年（２０１０年）４月２日以降に生まれた者に限る。 
 （３）前項以外の生徒が参加を希望する場合は、令和７年６月３０日までに、各都道府県中学校体育連盟 

を通して、（公財）日本中学校体育連盟に申し出ること。 
 （４）各ブロックの競技要項により、全国大会参加資格を得て、所属中学校長（代表者）及び都道府県中 

学校体育連盟会長が承認した者であること。 
 （５）団体戦のチームは、監督１名、コーチまたはマネージャー１名、選手５～７名（同一校・同一チー 

ム）で編成する。 
 （６）開催地はブロック大会に関係なく、男女団体１チーム、個人シングルス２名、ダブルス２組が出場 

できる。 
（７）令和７年度全国中学校体育大会の他競技（夏季大会）に出場していない者。 
（８）拠点校部活動（以下拠点校という）で参加する場合は、下記の条件を満たしていること。 
  ① （公財）日本中学校体育連盟が定める「拠点校部活動規定」に該当している。 
  ② 参加者は、開催年度の大会開催基準７の参加資格を満たしている。 
  ③ 拠点校は、都道府県中体連に加盟している。 
  ④ 拠点校としての大会参加が、都道府県中体連に承認されている。 
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  ⑤ 参加申し込みの手続きは該当校の校長が行う。   
⑥ 拠点校の引率・監督は、拠点校の校長・教員・部活動指導員・適切であるとして校長が認めた外 
部指導者とする。 
 

10 参加資格の特例 
◎学校教育法第１３４条の各種学校在籍生徒 
 （１）学校教育法第１３４条の各種学校（１条校以外）に在籍し、都道府県中学校体育連盟の予選会に参 

加を認められた生徒であること。 
  （２）参加を希望する各種学校は以下の条件を具備すること。 
   ① 全国大会の参加を認める条件 

ア （公財）日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 
イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している単独の学校で構成されていること。 
ウ 参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、日常継続的に当該校顧 
問教員の指導のもとに、適切に行われていること。 

   ② 全国大会に参加した場合に守るべき条件 
ア 全国大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の 
円滑な運営に協力すること。 
イ 全国大会参加に際しては、責任ある当該校校長・教員・部活動指導員が生徒を引率すること。 
また万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておくこと。 
ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 

◎地域クラブ活動に所属する中学生 
（１）地域クラブ活動に所属し、都道府県中学校体育連盟またはブロック中学校体育連盟の予選会に参加 
を認められた生徒であること。 

（２）全国中学校体育大会に参加を希望する地域クラブ活動は以下の条件を具備すること。 
① 全国中学校体育大会の参加を認める条件 
ア (公財)日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 
イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍している生徒である 
こと）。 

ウ 地域クラブ活動にあっては、日常継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導者の指導のも 
とに、適切に行われていること。 

エ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和４年 
１２月２７日スポーツ庁・文化庁発出）の 「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること。 
オ 当該競技を管轄する中央競技団体もしくは都道府県競技団体に登録されていること。かつ同じ 
内容で都道府県中学校体育連盟に登録していること（登録費については、都道府県中学校体育連 
盟の方針による）。 
カ 都道府県における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に 
協力すること。 
キ 地域クラブ活動で全国中学校体育大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校での大会参 
加は認めない。その逆も同様である。 

② 全国中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 
ア 全国中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うととも 
に、大会の円滑な運営に協力すること。 
イ 全国中学校体育大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指導者が生 
徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故 
対策を立てておくこと。 

ウ 全国中学校体育大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 
エ 団体競技における地域クラブ活動での出場は１チームのみとする（複数のチームの参加はでき 
ない）。 

③ 参加を認めない場合 
ア 全国中学校体育大会参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参加を認めな 
い。 

（３）日本中学校体育連盟バドミントン競技部『地域クラブ活動の参加細則』 
①参加を認める種目 
ア 男・女団体戦、男・女個人戦（シングルス・ダブルス）とする。 
イ シングルス・ダブルスを兼ねて出場することはできない。 ② 地域クラブ活動の要件 
ア 地域クラブ活動の所属員は、代表者・事務担当者（日本バドミントン協会・都道府県協会登録 
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の際の管理者）・指導者・所属中学生とする。所属中学生以外は、成人（２０歳以上）とする。 
イ １つの活動母体から登録できるのは１チームのみとする。 

   ③ 地域クラブ活動の所属員 
ア 所属中学生 
（ア）当該年度の夏季全国大会出場につながる大会（地区大会、都道府県大会、ブロック大会 
等）に出場できるのは、一人１回のみである。 

（イ）夏季全国大会出場につながる最初の大会への出場後の移籍変更はできない。 
   イ 指導者を除く地域クラブ活動の所属員は、他の地域クラブ活動に重複して登録はできない。 

④ 協会登録について 
ア 大会への参加を希望する地域クラブ活動の所属員は、日本バドミントン協会・都道府県協会会 
員登録及び年会費支払いを行うこと。 

イ 協会登録の際の注意点 
（ア）「団体登録申請書」において、 
・代表者：協会登録の際に協会登録システム上の『代表者』として位置づける。 
・事務担当者：協会登録の際に協会登録システム上の『管理者』として位置づける。 

（イ）協会登録する際に、当該地域クラブ活動の代表者・事務担当者・所属中学生は、重複して 
他の地域クラブ活動や中学校において代表者・事務担当者登録や中学生登録はできない。 

⑤ 『指導資格を有する指導者』の資格要件について 
ア 地域クラブ活動の指導者は、日本バドミントン協会公認審判員資格（３級以上）を取得してい 
ること。（取得が困難な場合は、都道府県の審判講習会に参加すること） 

イ 令和７年度末までに日本スポーツ協会公認スポーツ指導者（バドミントン）資格所持者が最低 
１名は所属していること。（令和８年度からは、必ず資格所持者が最低１名は所属しているこ 
と） 
  ・短期間で取得が困難な場合は、団体登録後３年以内に取得することを可とする。 
  ・コーチングアシスタント（スポーツコーチングリーダー、スポーツリーダー、スタートコ 

ーチ、他競技の指導者資格、スポーツ少年団スタートコーチも含む。 
⑥ ブロック大会・都道府県大会・地区予選会の参加申込の際の要件 
ア 各主催中学校体育連盟の判断に委ねる。 
⑦ 全国大会参加申込の際の要件 
ア 監督・マネージャー（生徒）・外部指導者、個人戦入場許可申請者（成人）は、当該地域クラ 
ブ活動の所属員（代表者・事務担当者・指導者・所属中学生）とする。 

イ 当該地域クラブ活動の所属員（代表者・事務担当者・指導者）が、全国大会に出場する際、重 
複して他の地域クラブ活動や中学校の監督・マネージャー（生徒）・外部指導者、個人戦入場許 
可申請者（成人）になることはできない。 

 
11 個人情報の取り扱い（利用目的） 

大会の主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、（公財）日本中学校体育連盟「個人情報保護 
方針・規程」に基づき、取得する個人情報について適正に取り扱う。又、取得した個人情報は、競技 
大会の資格審査・競技大会運営上必要なプログラム編成及び作成・ホームページ・掲示板・報道発 
表・記録発表（記録集）、動画配信等、その他競技運営及び競技に必要な連絡等に利用する。大会に参
加する各選手はこれに同意する。 

 
12 参 加 料   参加選手一人につき、４,０００円とする。 
 
13 引率者及び監督    
 （１）全中大会に出場するチーム・選手の引率・監督は、出場校（チーム）の校長・教員・部活動指導員 

※１・地域クラブ活動の所属員（代表者・事務担当者・指導者）とする。 
部活動指導員が引率・監督を務める場合は、「参加申込書」の監督者及び引率者の欄に、必要事項を 
記入する。なお、部活動指導員は、他校の引率者にはなれない。 
※１ ここでいう「部活動指導員」は、学校教育法施行規則第７８条の２に示されている者をいう。 
以下同じ。 

 （２）全中大会では外部指導者をおくことができる。外部指導者は、出場校の校長が適切であると認めた 
者とし、所定の「外部指導者確認書（校長承認書）」に必要事項を記入し、大会事務局に参加申込み時 
に提出する。但し、当該校以外の中学校教職員は、外部指導者にはなれない。また、同一人が複数校 
の外部指導者にはなれない。 

 （３）全中大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、部活動指導員、外部指導者、トレーナー等は、 
部活動の指導中における暴カ・体罰・セクハラ等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受 
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けていない者であること、地域クラブ活動の指導者においては、日本スポーツ協会公認指導者の処分 
等に該当していない者であることとしている。校長（代表者）はこの点を確認して、大会申込書を作 
成する。なお外部の指導者は校長から暴力等に対する指導処置を受けていないこととする。 

 （４）全中大会の参加について、校長・教員・部活動指導員が引率できないと校長が判断した場合、「全国 
中学校体育大会引率細則」により、校長が適切であると承認した外部指導者に引率及び監督の資格を 
認める。 
 

14 参 加 数   ブロック割当数 （男女とも同数とする。） 
 北海道 東 北 関 東 北信越 東 海 近 畿 中 国 四 国 九 州 開催地 合計 

団 体 戦 ２ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ３ １ ２４ 
個人戦（単） ４ ４ ６ ３ ３ ４ ３ ３ ４ ２ ３６ 
個人戦（複） ４ ４ ６ ３ ３ ４ ３ ３ ４ ２ ３６ 

 
15 競技規則 

令和７年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審判員規程による。 
 
16 使用用器具 

（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び、令和７年度第１種検定合格球を使用する。 
 
17 競技方法 
（１）男女学校（チーム）対抗団体戦及び個人戦（男女シングルス・男女ダブルス）を行う。 
 （２）トーナメント方式により優勝を決定する。（３位決定戦は行わない。） 
 （３）団体戦は、２複・１単の対抗とし、複１・単・複２の順に行う。 
    （同一選手が、単と複１・２及び、複１と複２を兼ねて出場することはできない。） 
 （４）個人戦は単と複を兼ねて出場することはできない。 
 
18 表  彰 
   
     
 
 
 
 
 
 

※優勝旗・優勝杯（（公財）日本バドミントン協会）は、持ち回りとする。 
 
19 参加申込    
（１）申込み方法 

大会プログラム作成の関係上、大会出場校は、各ブロック大会最終日までに所定の申込書を大会ホ 
ームページよりダウンロードし、必要事項を明確に入力の上、ブロック大会終了の翌日までにメール 
で仮申込みを行うこと。その後、押印された正式な申込書を下記の「（２）申込先」へ８月１０日（日） 
必着で送付すること。 
※メールにて仮申込した文書と正式申込書の記入内容に差異がないように注意し、仮申込み送信後の 
選手変更等は所定の方法にて行うこと。） 
※８月９日（土）にブロック大会が終了するブロックの参加チームについては、速達郵便を活用して、 
送付すること。（８月１０日（日）消印の速達郵便有効） 
 
 
 
 
 

 優勝 準優勝・第３位 

団体戦 

賞   状  （公財）日本中学校体育連盟・（公財）日本バドミントン協会 

メ  ダ  ル  （公財）日本バドミントン協会・大会実行委員会 

トロフィー  （公財）日本中学校体育連盟・大会実行委員会 

盾     文部科学大臣賞 

優 勝 旗  （公財）日本バドミントン協会 

優 勝 杯  （公財）日本バドミントン協会 

トロフィー  （公財）日本中学校体育連盟 

 

 

 

 

個人戦 
（単複） 

賞   状  （公財）日本中学校体育連盟・（公財）日本バドミントン協会 

メ ダ ル  （公財）日本バドミントン協会・大会実行委員会 

トロフィー   大会実行委員会 

優 勝 杯  （公財）日本バドミントン協会  
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（２）申込み先 

〒877-1371 大分県日田市諸留町488-2（東有田中学校内） 
第５５回全国中学校バドミントン大会 実行委員会事務局 
事務局長 江藤 裕也 
TEL  090-7538-7075             
E-mail  etou-yuuya@oen.ed.jp 
大会ホームページ https://badminton.zenchuu.jp/ 

  （３）引率に関わる外部指導者の報告書 
    引率者の特例における「全国中学校体育大会引率者・監督者報告書」は、大会参加申込書とともに 

上記の「（２）申込先」へ提出すること。 
  （４）参加料の納入 
    参加選手（大会申込書に記載された選手）は、一人につき４，０００円（団体戦と個人戦の両方に 

登録された場合も４，０００円とする）を、下記に指定された銀行口座へ振込むこと。（手数料は参 
加者負担。振込締め切り８月１３日（水）なお、参加申込締め切り以降の参加取り消しや不出場の 
場合、参加料の返金は行わない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
20 組 合 せ 

（公財）日本バドミントン協会が指名したレフェリーもしくは、デピュティーレフェリーの指示の下、 
主管団体役員との間で厳正に執り行う。組合せについては、「全国中学校バドミントン大会 組合せ 
要領」に則る。 

 ※組合せ抽選会  令和７年８月１４日（木）１３時～   
   場 所  クラサス武道スポーツセンター 会議室 
   住 所  〒870-0126  大分県大分市横尾1351 
   組合せについては８月１６日（土）１３時にホームページで公表する。 
 
21 諸 会 議     
（１）（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部会（ブロック代表者会議） 
    令和７年８月２０日（水） １６：００～ クラサス武道スポーツセンター 会議室１ 
 （２）監督会議は、令和７年８月１８日（月）１６：００～ Web形式にて行う。 
     
22 宿  泊 

宿泊については、別紙の「宿泊要項」による。適切な危機管理対応（感染症・自然災害等）を確保す 
るため、必ず大会実行委員会指定の業者を通して申し込むこと。（指定外の宿泊施設の利用は、原則とし 
て認めない。） 
 

申込締切日  令和７年８月１２日（火）正午 
取扱業者   名鉄観光サービス株式会社 

担当者：中村・中井・橋本 
 
 
23 連 絡 先 
（１）大会開催前  令和７年４月１日（火）～８月２０日（水） 
 
     「１９ 参加申込 （２）申込み先」とする。 
 
 
 
 

銀 行 名   豊和銀行 日田支店 

口 座 名   全国中学校バドミントン大会  大分県実行委員会 担当 江藤 裕也 

          ｾﾞﾝｺｸﾁｭｳｶﾞｯｺｳﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝﾀｲｶｲ ｵｵｲﾀｹﾝｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ  ﾀﾝﾄｳ ｴﾄｳ ﾕｳﾔ 

預金種別   普通 

口座番号   1213790 
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 （２）大会期間中  令和７年８月２１日（木）～２４日（日） 
 
     （昼間） クラサス武道スポーツセンター 
          〒870-0126  大分県大分市横尾1351    TEL 097-520-0800 

事務局専用電話  事務局 江藤 裕也     TEL  090-7538-7075 
    （夜間） 大分県大分市明野南3-7-1（大分市立明野中学校内大分県中学校体育連盟事務局） 

第５５回全国中学校バドミントン大会 実行委員会事務局 
事務局専用電話 事務局 江藤 裕也   TEL  090-7538-7075 

 
 
 
（３）大会開催情報 
①大会ホームページアドレス  https://badminton.zenchuu.jp/ 
②（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部ホームページアドレス  http://chubad.jp 

 
24 感染症対策 

大会に関わる全ての者の感染症対策については、（公財）日本中学校体育連盟の「インフルエンザ・コロ 

ナウィルス感染症等に関わる対応について」に従うこと。 

新型コロナウイルス感染症等拡大防止対策を行う場合は、大会ＨＰで案内する。 
 
25 備  考 
（１）競技中の着衣については、（公財）日本バドミントン協会審査合格品とする。着衣表示については、 
（公財）日本バドミントン協会大会運営規程第２４条による。但し、ウェアの表示については、一部、 
（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部申し合わせ事項を加える。 

（２）大会期間中の負傷・疾病については応急手当のみ行う。また、補償措置については、学校からの参 
加においては、独立行政法人日本スポーツ振興センター法の定めを適用する。地域クラブ活動におい 
ては、チーム代表者の責任のもと加入している傷害保険等の定めを適用する。なお、参加者は健康保 
険証を持参すること。（健康保険証がないときは保健医療が受けられない場合がある。） 
（公財）日本バドミントン協会で傷害保険に加入しているので、必要な場合は、日本バドミントン 
協会ホ－ムペ－ジの１種大会バドミントン事故報告書を確認すること。 

 （３）大会参加に関して、大会要項及び大会参加細則を熟読の上、参加すること。 
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名 誉 会 長 (公財） 村 井 満

名 誉 副 会 長 佐 藤 樹 一 郎

足 立 信 也

会 長 (公財） 青 海 正

副 会 長 (公財） 金 子 哲 朗 西 田 知 浩 阿 武 正 俊

井 上 英 次
(公財） 新 宮 領 毅
(公財） 朝 倉 康 善
(公財） 大 野 淳

山 田 雅 文

板 井 靖 之

佐 藤 英 雄
大分市中学校体育連盟会長 河 野 剛

名 誉 顧 問 ＮＨＫ会長 稲 葉 延 雄

顧 問 室 伏 広 治

浅 野 敦 行

(公財） 川 越 豊 彦 三 田 村 裕 宮 澤 一 則

平 井 邦 明 齊 藤 正 富 大 河 原 嘉 朗

(公財） 出 井 宏 明 池 田 信 太 郎 朝 倉 康 善

桑 田 龍 太 郎 尾 野 賢 治

嶋 幸 一

田 島 寛 信

粟 井 明 彦

山 名 啓 雄

中 村 裕

青 海 正

山 田 誠 一 細 谷 直 樹 牛 越 雅 紀

神 谷 憲 一 古 川 雅 一 高 来 英 行

須 内 康 雄 星 田 正 治

（公社）日本ＰＴＡ全国協議会会長 太 田 敬 介

吉 田 晋

参 与 𠮷 野 賢一郎

(公財） 麻 生 益 直

松 元 良 祐

田 中 良 憲

朝 鍋 辰 博

河 野 正 行

岩 﨑 勉

永 松 弘 基

安 武 弘 子

大分市長

（公財）日本中学校体育連盟設立７０周年記念

令和７年度 全国中学校体育大会

第５５回全国中学校バドミントン大会　大会役員

日本バドミントン協会会長

大分県知事

日本中学校体育連盟参与

日本中学校体育連盟会長

日本中学校体育連盟副会長

日本中学校体育連盟専務理事

日本バドミントン協会副会長

日本バドミントン協会経営企画本部長

大分県教育委員会教育長

全国新聞社事業協議会代表幹事

大分市バドミントン協会会長

大分県中学校体育連盟会長

スポーツ庁・長官

スポーツ庁・次長

全日本中学校長会副会長

日本バドミントン協会本部長

大分県副知事

大分県議会議長

大分市議会議長

大分市教育委員会教育長

ＮＨＫ専務理事・メディア総局長

全国市町村教育委員会連合会会長

全日本中学校長会会長

大分県教育庁保健体育課課長

ＮＨＫメディア総局展開センター長

ＮＨＫ大分放送局長

大分県スポーツ協会会長

ＮＨＫ報道局スポーツセンター長

大分県バドミントン協会会長

大分県中学校長会会長

大分市中学校長会会長

日本私立中学高等学校連合会会長
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大 会 委 員 長 (公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部長 新 井 博 幸

大会副委員長 (公財）日本中学校体育連盟担当理事 櫻 井 知 克 士
(公財） 宮 成 康 蔵

小 田 豊 昭 杉 原 勉 須 藤 礼 子
阿 南 義 則 小 坂 敏 之 吉 武 功 二
谷 上 和 年

後 藤 健 司 本 田 英 樹 伊 東 洋 一
安 東 俊 英

大 会 委 員 (公財）日本中学校体育連盟常務理事 谷 口 陽 治 小 川 高 弘 小 澤 秋 仁
田 中 節

(公財）日本中学校体育連盟理事 櫻 井 知 克 士 洞 口 乃 山 田 善 申
岩 佐 孝 岩 田 史 昭 高 橋 修 一
中 村 信 悟 中 山 政 彦 石 川 一 博
菅 田 耕 治

(公財）日本中学校体育連盟監事 内 田 健 二 楢 原 祥 弘 糟 谷 光 志
(公財）日本中学校体育連盟全国大会対策委員 渡 辺 祥 太 櫻 井 直 樹 岩 井 洵

江 端 達 也 高 田 樹 宣 北 川 延 尚
広 田 淳 也 伊 藤 徳 章 園 田 啓 助

(公財） 北海道： 中 谷 亮 太
東　北： 佐 藤 塁 関　東： 加 藤 好 伸
北信越： 横 井 悠 真 東　海： 平 池 直 哉
近　畿： 千 田 宏 之 中　国： 油 谷 哲 志
四　国： 吉 野 伸 俊 九　州： 日 下 部 正 実
顧問 小 野 理

関 根 冬 臟
IT担当 大 澤 一 之

(公財）日本バドミントン協会事業本部 齊 藤 篤 司
オペレーションエキスパート

河 室 幸 一
渡 邉 達 也

(公財）大分県スポーツ協会総務部長 押 田 武
(公財）大分県スポーツ協会事業部長 福 田 健 悟
(公財）大分県スポーツ協会理事 足 立 典 子 荒 木 幸 治 安 東 夏 行

井 上 正 秀 鵜 崎 清 貴 五 十 川 浩 司
衛 藤 幸 司 大 石 祥 一 大 久 保 邦 彦
大 場 俊 二 加 藤 裕 三 岐 部 俊 哉
工 藤 康 志 佐 保 宏 二 園 田 隆 洋
塚 田 清 隆 豊 田 正 順 羽 田 野 明 美
波 津 久 郁 生 姫 野 暢 之 藤 原 直 也
牧 和 志 三 浦 誠 二
園 田 啓 助
升 巴 正 博
三 島 浩 昭

大 会 総 務 (公財）日本中学校体育連盟事務局長 平 本 浩 実
(公財）日本中学校体育連盟事務局職員 松 井 真 姫 子 松 岡 杏 奈
(公財）日本バドミントン協会事務局長 大 野 淳

島 畑 欣 史 小 野 義 一 郎 廣 田 哲 也
安 達 優 善 園 山 和 槻
上 野 展 久
〆 野 忠 相 後 藤 真 一 郎
濵 﨑 憲 司 中 尾 香 織 藤 田 裕 城
江 藤 裕 也
大 木 裕 治
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事務局長

大分県中学校体育連盟バドミントン専門部長

大分県バドミントン協会事務局長

大分県教育庁体育保健課指導主事

大分市教育委員会体育保健課参事

大分県バドミントン協会副会長

大分市教育委員会体育保健課参事補

大分県中学校体育連盟副理事長

大分市中学校体育連盟副会長

日本中学校体育連盟バドミントン競技部ブロック長

大分県教育庁体育保健課健康対策・管理監

大分県教育庁体育保健課体育・スポーツ振興監

大分県中学校体育連盟理事長・大分県実行委員会事務局長

大分市教育委員会体育保健課長

大分県バドミントン協会理事長

大分県スポーツ協会常務理事兼事務局長

大分県中学校体育連盟副会長
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優勝チーム・選手 紹介 
 

男子団体優勝 福島県立ふたば未来学園中学校 （福島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子団体優勝 ＹＡＮＡＩ （山口県） 
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男子シングルス優勝              女子シングルス優勝 

串間太政（ふたば未来学園中）         樫尾雫玖（ＹＡＮＡＩ） 

  

 

 

 

 

 

 

男子ダブルス優勝               女子ダブルス優勝 

小川真輝・西村采人（ふたば未来学園中）    松村柑奈・冨田琴子（ＹＡＮＡＩ） 

 

 

 

 

 

 

 

熱戦の様子 
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バドミントン大会

令和７年度全国中学校体育大会 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度全国中学校体育大会スローガン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日 時  令和７年８月 18日（月） 16時００分～17時００分 

 

    会 場  クラサス武道スポーツセンター 

           ＊オンライン開催 

咲き誇れ！  

君の夢は九州
こ こ

にある！ 



 

 

 

令和７年度全国中学校体育大会 

第５５回全国中学校バドミントン大会 

監 督 会 議 

 

１ 日  時    令和７年８月１８日（月）16時００分～ 

 

２ 場  所    クラサス武道スポーツセンター 

 

３ 出席者  

      （公財）日本中学校体育連盟理事                              櫻井 知克士 

（公財）日本バドミントン協会 事業本部オペレーションエキスパート   齊藤 篤司 

（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部長                新井 博幸 

（公財）日本バドミントン協会レフェリー                          田中 昌樹 

（公財）日本バドミントン協会デピュティーレフェリー                田原 秀典 

大分県実行委員会委員長                                    板井 靖之 

大分県バドミントン協会会長                                  佐藤 英雄 

（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技顧問                小野  理 

   （公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部員 

北海道ブロック長            中谷 亮太 

東  北ブロック長            佐藤   塁 

関東ブロック代表            加藤 好伸 

北信越ブロック長            横井 悠真 

東  海ブロック長            平池 直哉 

近  畿ブロック長            千田 宏之 

中  国ブロック長            油谷 哲志 

四  国ブロック長            吉野 伸俊 

九  州ブロック長            日下部 正実 

事 務 局 長            関根 冬藏 

I T 担 当            大澤 一之 

大分県実行委員会バドミントン競技    事務局            江藤 裕也 

競技部長           岩下 太郎 

                                  大分県実行委員会 

 

参加チーム 監督またはコーチ・マネージャー（教員） 

名鉄観光サービス株式会社 大分支店 

        大塚製薬 

        視察員   鳥取県   奈良県   関東ブロック 

 

司 会 大分県実行委員会バドミントン競技部     岩下 太郎 

記 録 大分県実行委員会バドミントン競技部      



 

 

４ 会議次第 

 

（１） 開会の言葉 

（２） 挨 拶                       （公財）日本中学校体育連盟 バドミントン競技部長   新井 博幸 

（３） 競技・審判上の注意                                            レフェリー     田中 昌樹 

（４） 大会実行委員会からの連絡     大分県実行委員会 

  （５） 宿泊・弁当について            名鉄観光サービス 大分支店 

（６） 熱中症対策について           大塚製薬 

（７） その他 

（８） 閉会の言葉 

 

下記、削除予定 

 

５ 会場図    メイン会場：クラサス武道スポーツセンター 会議室１ 

スクリーン 

出入口 

プロジェクタ ビデオカメラ 

iPad等 

 

大分県実行委員 

発言席 

 
大分県 出席者席 

大分県 出席者席 

出入口 



大会実行委員会からの連絡事項  

（ １ ）会場等に関する御案内  

①ＩＤカードの取り扱いについて  

選手の安全確保および円滑な大会運営のため、会場内にて ID チェックを実施い

たします。体育館へ入場する際は、必ず ID カードを着用してください。 ID カードを着

用していない場合は、監督・選手であっても入場できません。大会期間中は必ず御持

参のうえ、着用をお願いいたします。  

 

②  写真・ビデオ撮影について  

写真撮影時のフラッシュ・ストロボの使用は禁止です。また、会場内の電源を使用

してのビデオ撮影も禁止いたします。ビデオカメラは各自で管理し、放置しないよう語

注意ください。  

通路を塞ぐような撮影は御遠慮ください。  

コンセントの使用もお控えください。  

 

③  個人情報の取り扱いについて  

個人で撮影された画像や動画を、SNS 等を通じてインターネット上に公開すること

は御遠慮ください。法令に抵触する可能性もありますので、十分御注意ください。  

 

④  報道・写真業者について  

会場内には、大会実行委員会の許可を得た報道 ・写真業者が、腕章またはビブ

スを着用して入場しております。  

 

⑤  プラカードの取り扱いについて  

プラカードは試合終了後、退場時にお渡しいたします。各チームで責任を持ってお

持ち帰りください。  

 

⑥  体育館の使用について  

２階のスペースにシート等を敷いて占有したり、物を置いて他の方が利用できなく

なるような行為はお控えください。  

荷物はその日のうちに必ずお持ち帰りください。より多くの方が座れるよう、御協力

をお願いいたします。  

座席にチーム名のプレート等を置いての座席確保も御遠慮ください。  

 

⑦  トレーナースペースの利用について  

１階武道場にトレーナースペースを設けております。事前に申し込みをされたチーム

のみ御利用いただけます。希望者は受付を済ませたうえで御利用ください。利用希望

者が多数の場合は、時間制限を設ける場合があります。  

 

⑧  靴の履き替えについて  

１階の階段を下りた先のフロア周辺通路は土足禁止です。体育館シューズに履き

替えてください。  

下駄箱は靴の取り違えが多いため使用せず、靴袋に入れて各自で管理してくださ

い。  



２階は外履きのみ可です。体育館シューズで２階へ上がらないよう御注意ください。  

 

⑨  館内放送について  

放送はアリーナおよび廊下等で行います。今大会では、映像による場内指示も予

定しております。  

 

⑩  ゴミの持ち帰りおよび喫煙場所について  

ゴミは各自で必ずお持ち帰りください。座席下などに意図的に置いていくことのな

いよう、監督・引率責任者の先生方からも御指導をお願いいたします。  

会場を退出する際は、忘れ物やゴミの置き忘れがないか御確認ください。  

喫煙は指定された場所のみでお願いいたします。  

 

⑪  練習会場について  

選手は必ず ID カードを持参してください。  

各練習会場では受付を行い、係員の指示に従ってください。  

譲り合いの気持ちを持って御利用いただきますようお願いいたします。なお、練習会

場によっては大型バス専用の駐車場がない場合があります。必ず大人が引率し、練

習中は緊急時対応のため体育館内に待機してください。  

空調設備がない会場もありますので、熱中症対策など選手の体調管理は各校で

お願いいたします。  

 

⑫  駐車場について  

本会場および練習会場の駐車場は、混雑や満車が予想されます。一般の方も利

用されますので、係員の指示に従ってください。  

事故やトラブルについては、実行委員会では一切の責任を負いかねます。体育館

裏の南駐車場は、大会役員および関係者専用です。試合運営に支障をきたすため、

絶対に駐車しないよう、各チームで周知徹底をお願いいたします。  

 

（ ２ ）選手等の変更について  

選手・監督 ・コーチ等の変更は、指定された期日までに所定の文書およびフォーム

にて大会実行委員会へ御提出ください。  

変更内容については、随時掲示いたします。  



 

 

第５５回全国中学校バドミントン大会 監督会議 式典関係資料 

 

開会式 

１  開始１０分前になりましたら、ブロックごとの席に座って待機してください。 

２  座席に座って開会式に参加してください。 

＊開会式後すぐに練習がありますがアップ等せず、ご着席の上ご参加お願いいたします。 

３  来賓紹介があります。すべての紹介が終わりましたら、拍手をお願いします。 

４  優勝旗、優勝杯返還についてはございません。前年度優勝校、選手については競技開始前に放送

での報告となります。 

５   開会式終了後、すぐに練習になりますので、準備をお願いいたします。 

練習後、すぐに団体戦の招集を行いますので、お早めに招集所にお越しください。 

 

表彰 

１  表彰の準備ができ次第、随時放送を入れます。本部前にお集まりください。 

２  IDカードを忘れずに携帯してください。 

３  表彰は選手、監督、コーチ（マネージャー）が参加をしてください。 

４  服装について、選手はユニホームを着用し、シャツの裾を下衣の中に入れて並んでください。 

５  受賞後は、役員の指示に従い、退場してください。そこで、トロフィーの箱をお渡しします。 

 

閉会式 

１  決勝戦が終了後、放送を入れます。表彰される選手・監督はフロアにお集まりください。 

２  座席に座って閉会式に参加してください。 

３  閉会式終了後は、解散となります。忘れ物がないようにお帰りください。 



試合平均 マッチ平均 ゲーム平均

男子団 23 55 123 171 7.43 3.11 1.39

女子団 23 59 141 186 8.09 3.15 1.32

男子単 81 122 3.49 3.49 1.51

女子単 81 88 2.51 2.51 1.09

男子複 78 107 3.06 3.06 1.37

女子複 81 130 3.71 3.71 1.60

254 585 804 19.033 8.2787

令和７年度全国中学校バドミントン大会　実績

平均

合計

シャトル総数ゲーム数マッチ数試合数

団体戦

シングルス

ダブルス

35

35

35

35



D1 S D2 総数 D1 S D2 総数 男子 女子 男子 女子

BD1 4 3 0 7 GD1 4 4 2 10 1 4 3 1 2 3

BD2 3 3 0 6 GD2 4 5 0 9 2 2 2 2 3 1

BD3 5 2 2 9 GD3 2 3 0 5 3 4 3 3 1 3

BD4 4 4 5 13 GD4 3 3 2 8 4 2 2 4 2 3

BD5 7 3 0 10 GD5 2 2 2 6 5 2 2 5 2 2

BD6 2 2 0 4 GD6 1 2 0 3 6 3 4 6 3 3

BD7 3 1 0 4 GD7 3 4 0 7 7 4 1 7 4 2

BD8 3 1 2 6 GD8 3 2 1 6 8 3 2 8 2 9

BD9 2 2 0 4 GD9 1 2 0 3 9 2 2 9 2 2

BD10 2 2 4 8 GD10 10 2 0 12 10 5 4 10 3 5

BD11 2 6 0 8 GD11 4 2 0 6 11 6 3 11 4 4

BD12 4 3 4 11 GD12 2 5 1 8 12 4 3 12 2 5

BD13 6 3 3 12 GD13 3 2 6 11 13 4 4 13 2 3

BD14 4 5 0 9 GD14 4 1 0 5 14 8 1 14 7 5

BD15 4 2 0 6 GD15 4 2 4 10 15 2 2 15 3 3

BD16 3 2 0 5 GD16 2 5 3 10 16 3 2 16 4 6

BD17 5 2 0 7 GD17 3 3 2 8 17 5 3 17 4 3

BD18 4 3 0 7 GD18 3 6 0 9 18 1 1 18 3 3

BD19 4 3 0 7 GD19 4 7 2 13 19 3 3 19 4 5

BD20 2 3 5 10 GD20 8 2 3 13 20 2 2 20 3 2

BD21 2 2 1 5 GD21 4 2 2 8 21 3 3 21 3 1

BD22 3 2 0 5 GD22 4 4 0 8 22 1 1 22 4 5

3コート 決勝 BD23 2 2 4 8 3コート 決勝 GD23 2 2 4 8 23 3 6 23 2 5

80 61 30 171 80 72 34 186 24 5 1 24 2 3
3.48 2.65 1.30 7.43 3.48 3.13 1.48 8.09 25 3 2 25 4 4

26 3 2 26 3 6

27 3 5 27 5 3

28 7 1 28 4 5

29 4 3 29 2 3

30 5 2 30 5 3

31 4 3 31 3 4

32 3 3 32 3 4

33 5 3 33 3 4

34 2 2 34 2 5
決勝 35 2 2 決勝 35 2 3

122 88 107 130

3.49 2.51 3.06 3.71

令和７年度全国中学校バドミントン大会　シャトル使用実績

男子団体戦 女子団体戦

１

回

戦

2

回

戦

準

々

決

勝

準

々

決

勝

2

回

戦

準

決

勝

準

々

決

勝

2

回

戦

１

回

戦

準

決

勝

２

コ
ー

ト

展

開

２

コ
ー

ト

展

開

平均 平均

総数 総数

総数

平均

総数

平均

団体戦 個人戦
ダブルス

1

回

戦

2

回

戦

３

回

戦

準

々

決

勝
準

決

勝

シングルス

1

回

戦

準

決

勝

３

回

戦


